














































































































































































































































































（ お た り ）
りかの城におゐて、敵は村上方士大将、攻
め給ふ時、板垣駿河守信形、先番に当り、迫
合場にて広瀬郷左衛門、猪子才蔵、鑓を合、
其上敵を討。曲渕庄左衛門と三科伝右衛門、
鑓下の高名、敵仕負て城へつほむ。
　信玄見切り、明日、板垣か籏本の若者共差
添、内藤修理亮、原隼人正、逍遥軒を大将に
して、五千を以此城を攻と定る。郷左衛門は
我等能馬を不持、明日之城責、高名にはかま
ふまし、今朝城主か乗て出たりし、金の馬鎧
掛たる馬をとらんと云。曲渕も一所にて、我
等は城主の首をとらんと、諸傍輩之聞所に
て、板垣に断ことく、広瀬翌日城へ押込、馬
を取は、庄左衛門は城主の首をとる。籏本に
て諏訪越中か長柄を二本取て、敵を十五六人
擲たをし、其後能侍を一人、ねぢ首して、白
糸のことく筋の見へたるを持来る。
　小幡孫次郎は城主の弟次郎左衛門、二の郭
の主を討。其内、家老の首と合て二ツ取、采
幣を添、持来る。五千の中、籏本に二人、先
衆に二人、合四人勝たる働なり。
（＊品第四十七。下巻228頁）
（場面７　元亀三年十二月三方原の戦い）
　土屋右衛門尉、元亀三壬申年十二月廿二日、
（　）
場面８
場面７
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信玄出馬之時、敵と太刀打をして甲を切割ら
るれと、明珍の星冑成故、冑を損じて、身に
中らず。終に組討にして首を取。其場大方な
らぬ、せわしき所にて、内の者も敵味方入
乱、すぐる事ならさるに付て、右衛門尉働、
一入高名なり。
　右衛門尉父、元来は金丸筑前守と云。武田
家の中老也。右之右衛門尉、此時三拾一歳、
長篠にて討死す。
（場面８　天正十年長篠合戦。馬場信房と笠
井肥後守）
　長篠合戦、城主奥平九八郎、天正三乙亥年
五月廿一日、武田勝頼壱万五千の人数を以、
攻給ふ。敵は織田信長拾万之人数にて合戦。
武田の家老馬場美濃守、内藤修理亮、山縣三
郎兵衛、小山田右衛門尉、原隼人、右御一戦
無之やうに種々申せとも、長坂釣閑、跡部大
炊、合戦可然と申故、尤とて、家老の謀を用
不給、合戦初る。委しくは爰に除く。馬場、
内藤、山縣、土屋右衛門尉討死。此外討死大
勢なり。
　右衛門尉は、先月信玄御吊に追腹切へき
に、高坂異見、かやうの合戦を待
（まて）
と被申に
付、命なからへ候、只今討死なりと断て、敵
出ざるゆへ、自身懸つて、柵を破て其歳三十
一にて討死也。
　馬場は末
（未）
手もおわず、同心被官をは皆退候
へと申せとも、さすがの兵者共成ゆへ、美濃
を捨て退す。一条右衛門太夫、馬場美濃方へ
馬を乗寄、一所に居給ふ処、一条右衛門太夫
同心和田と申もの、馬場に向て御下知あれと
申。美濃是を聞、につこと笑て、下知には引
退斗
（ばかり）
のことに候と云て、籏本の崩れさる間は
退す。籏本衆、皆跡に残り、三百余騎討死し
て、勝頼をのけ奉り、大の字の拠
コ
籏
ハタ
、敵に押
付を見せての後、馬場も退く。其後一条右衛
門太夫も何も退るゝ。
　美濃は退けば退かるれとも、長篠橋場少し
跡へ返し、高き所江上り、我は馬場美濃守と
云もの也、討て覚へにせよと、いかにも尋常
に断、敵四五人鑓を以、突落す。刀に手をか
けず。六十二歳にて生害す。
　勝頼へ此合戦止り給へとの異見を承引なき
（　）
場面９ 場面10
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ゆへ、そこにて釣閑、大炊に向て、合戦を進
め申ものは、自然のがれらるゝとも、止メ申
某
（それかし）
は大形討死成、と申たる言葉ゆへなり。
　扨又、勝頼へ始終付たるは、初鹿野伝右衛
門三十二歳、土屋惣蔵二十歳、両人也。勝頼
の馬、草臥、不動。然所、笠井肥後守いづく
よりか見て、乗来る馬より飛下り、召候へと
申せは、左候はゝ、其方討死あるへきと被申
ル。命は義に依て軽し、命は恩の為に奉る。
倅
（せがれ）
御取立被下候へと申て、此馬に勝頼を乗
せ奉り、其身は勝頼の馬の手綱を取ていたゝ
き、跡へ壱丁程戻り、討死する。
　小山田弥助、清田縄手にて勝頼の甲を見付
け、名高御甲を捨ては如何とて、取て戻り、
猿橋にて追付く。
（＊品第五十二。下巻330～333頁）
（場面９　武田氏滅亡①）
　天正十壬午年三月十一日、田野奥、天目山
の郷民等、蜂
ホ ウ キ
起して勝頼を攻む。信忠の臣、
瀧川左近将監一益、川尻肥後守、五千余騎を
率
ソツ
して、勝頼の居所を探
フカク
求て、田野に攻入
て、是を囲
カコム
。
　勝頼父子に及び、土屋惣蔵を始め、僅
ハヅカ
に四
拾余人、是を拒
フセギ
て苦戦すると云へとも、多勢
競
キソイ
ひ攻
セメ
撃
ウツ
の間、勝頼于時三十七才、信勝于時十六
才、屢
シバ
 戦て遂
ツイ
に死す。土屋惣蔵奮
フルツ
て戦て死
す。其余、阿部加賀守、温井常陸介、金丸助
六、秋山民部少輔、小宮山内膳、原下野守、
多田久蔵、僧麟岳等、皆討死。
（＊品第五十七。下巻437、440～441頁）
（場面10　武田氏滅亡②、小宮山内膳赦免）
　小宮山内膳は武田譜代の侍、大剛のものに
て、常に出頭人と不和のうへに、小山田彦三
郎と口論に付て、彦三郎は出頭人（と）中よ
きゆへ、何事なく勘気を蒙りけるか、天正十
年（三）月十日の朝、彼の内膳、田野の本陣
へ参り、案内をこひ、土屋惣蔵に逢、泪をな
かし申けるは、三代相伝の御主、御目かねを
当て可申哉、迚
トテ
も御用に立間敷と思召、御勘
気を蒙りし我等、御最期の御供いたしたら
は、是、御目かねをはづしたるににたり。武
士の道を立んとすれは的前ンの理に背き、理
を立んとすれは儀に背き、臆病の名を後代に
残さむ。御目かねをはづすとも不儀の名は穢
されまし、御供仕るへし。御勘気御免の義
を、土屋との計ひ給へと云。土屋惣蔵、秋山
紀伊守、各感
カンルイ
涙を流し、勝頼へ其旨申直す。
　扨某か相手彦三郎と和談致さんと云は、彦
三郎（は）十日以前、諏訪にて立退き候と
云。
　某
（それがし）
、不和成出頭衆（三）人はと問は、昨日
両人、鶴瀬にてにけ候。壱人は五日以前、小
松郷にてにけ候と答。
　内膳、肝を潰
ツブ
し泪を流し、さて ?? 御運の
コハム
?
?
（　）
場面11
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すへかな、日頃御前よかりし程の奴原、壱人
として腰ぬけさるはなしと、歯
ハ ガ ミ
噛をなすぞ理
コトハ
りなり。同十一日、勝頼最期の供して、田野
郷天目山にて討死。
（＊品第五十七。下巻438頁）
（場面11　武田氏滅亡③）
　同日、勝頼御室、娘人、并御最期の御供仕
べしと申きつたる女房とも廿三人、ともに、
小原丹後守、同弟下総、金丸助六郎、同明
（朋カ）
何
阿弥、供して天目山奥の小屋へ落給ふ。扨、
信長方旗先みゆると有時、丹後、下総、助六
郎、女房達を介錯して切腹す。
（＊品第五十七。下巻439頁） 
（付記）翻刻を御許可下さいました鳳来寺、
閲覧の便宜を計らい下さいました長篠城址史
跡保存館に深く感謝申し上げます。
